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は
じ
め
に

本
書
は
、
女
房
こ
と
ば
と
、
女
中
こ
と
ば
を
武
家
礼
法
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
女
性
語
と
捉
え
、
こ
の
こ
と
を
基
軸
に
し
て
中
世
後
期

以
後
の
女
性
語
集
の
諸
事
象
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る
「
女
房
詞
」
の
論
と
、
種
々
の
点
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
異
な
っ
て
い
る
。

多
く
の
時
間
が
過
ぎ
た
。
最
初
に
書
い
た
「
女
中
こ
と
ば
集
と
そ
の
所
収
語
の
性
格
」（『
国
語
国
文 

三
五
巻
六
号
』）
は
昭
和
四
一
年
の

発
表
で
あ
る
。
今
か
ら
四
八
年
も
前
で
あ
る
。
構
想
・
資
料
集
め
・
執
筆
の
頃
か
ら
数
え
る
と
、
五
〇
年
も
前
の
産
物
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
は
、
元
禄
五
年
の
奥
書
を
も
つ
伝
書
系
の
『
女
中
詞
』
と
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
婦
人
養
草
』
と
『
女
重
宝
記
』

に
収
載
さ
れ
た
、
女
性
書
系
の
女
中
こ
と
ば
集
の
成
立
、
お
よ
び
、
そ
れ
ら
の
関
係
を
考
察
し
、
女
中
こ
と
ば
集
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

問
題
を
提
起
し
た
。

こ
の
続
編
、
あ
る
い
は
基
礎
編
と
も
い
う
べ
き
「
元
禄
五
年
本
『
女
中
詞
』」（『
近
代
語
研
究 

第
三
集
』）
が
出
た
の
は
昭
和
四
七
年
で

あ
る
。
四
〇
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。
副
題
は
「
原
著
者
お
よ
び
転
写
者
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
ま
だ
学
界
に
全
貌
が
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
最
古
の
伝
書
系
女
中
こ
と
ば
集
で
あ
る
元
禄
五
年
本
『
女
中
詞
』
を
影
印
で
紹
介
し
、
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
伊
藤
甚
右
衛
門

や
、
同
類
の
写
本
の
奥
書
に
見
え
る
人
た
ち
の
素
性
を
明
ら
か
に
し
て
、
小
笠
原
流
水
島
派
の
武
家
礼
法
家
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
。
こ

の
二
つ
の
論
文
の
間
に
、
公
家
社
会
の
女
性
語
に
関
す
る
「
女
房
こ
と
ば
の
変
遷
─
『
す
る
〳
〵
』
の
場
合
─
」（『
国
語
国
文 

三
六
巻
四
号
』
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「
女
房
こ
と
ば
」
は
武
家
の
故
実
書
で
あ
る
『
大
上
臈
御
名
之
事
』
に
記
さ
れ
た
名
称
で
、
公
家
の
女
性
語
を
武
家
の
女
性
用
と
し
て

取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
武
家
の
故
実
家
が
公
家
社
会
の
女
性
語
を
武
家
社
会
に
移
入
し
、
武
家
の
女
性
語
と
し
て
制
度
化
し
た
の
が

「
女
房
こ
と
ば
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
女
房
こ
と
ば
」
は
武
家
社
会
に
お
け
る
礼
法
語
で
あ
り
、
規
範
語
で
あ
る
。
ま
た
、
考
証
の

対
象
と
な
る
女
性
語
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
収
集
さ
れ
た
女
性
語
で
も
あ
る
。
一
項
目
（
通
常
語
）
に
対
し
て
複
数
の
異
名
が
記
さ
れ
る
の

は
、
位
相
別
・
用
途
別
の
異
名
で
あ
る
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
寄
せ
集
め
の
結
果
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
異
名
の
ほ
か
に
、
公
家
の
女
性

が
使
用
す
る
特
有
の
形
状
語
や
表
現
も
武
家
社
会
に
移
入
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、『
大
上
臈
御
名
之
事
』
の
「
女
房
こ
と
ば
」

で
は
食
物
を
中
心
と
し
て
、
道
具
類
を
若
干
、
加
え
た
異
名
が
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
ゆ
え
に
、「
女
房
こ
と
ば
」
は
異
名
、
な

い
し
は
異
名
集
の
意
味
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
書
で
も
通
常
は
そ
の
よ
う
に
使
用
す
る
。
残
り
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
重
要
で
あ
る

こ
と
は
別
に
説
く
。
さ
ら
に
、
重
要
な
の
は
、
従
来
、「
女
房
こ
と
ば
」
の
名
称
は
公
家
社
会
の
女
性
語
で
あ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て

使
わ
れ
、「
御
所
こ
と
ば
」
と
同
義
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
〔
筆
者
も
、
そ
の
よ
う
に
使
っ
た
こ
と
が

あ
る
〕。「
女
房
こ
と
ば
」
は
、「
御
所
こ
と
ば
」
や
「
公
家
の
女
性
語
」
と
同
義
語
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
が
同
一
に
扱
わ
れ
、
武
家
社
会

の
故
実
の
世
界
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
側
面
が
従
来
の
女
性
語
研
究
で
は
軽
視
さ
れ
て
来
た
。
繰
り
返
す
が
、
本
書
で
は
、「
女
房
こ
と
ば
」

と
は
武
家
礼
法
と
し
て
の
女
性
語
で
あ
る
と
す
る
。
た
し
か
に
、「
女
房
こ
と
ば
」
は
、「
公
家
社
会
の
女
性
が
使
用
す
る
女
性
語
」
が

「
武
家
社
会
の
女
性
の
故
実
語
と
し
て
移
入
さ
れ
た
女
性
語
」
で
あ
る
か
ら
、
二
面
性
を
も
つ
。
後
者
か
ら
前
者
を
見
通
し
、
見
極
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
後
者
か
ら
し
か
前
者
を
窺
う
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
別
物
で
あ
る
。
前
者
は
自
然
な
女

性
語
で
あ
り
、
後
者
は
規
範
と
し
て
の
、
公
的
で
強
制
力
の
あ
る
女
性
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
簡
単
に
言
い
切
れ
な
い
の
が
実
状
で
あ

る
が
、
あ
え
て
言
え
ば
、
公
家
社
会
の
女
性
語
に
は
女
性
語
と
し
て
の
礼
法
的
な
側
面
が
弱
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
は
公
家
の
男

性
が
使
う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
後
者
を
武
士
が
使
う
こ
と
は
原
則
と
し
て
、
な
い
。
使
用
し
な
い
の
が
作
法
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
後

者
は
一
語
以
外
は
物
の
異
名
で
あ
る
が
、
前
者
に
は
異
名
の
他
に
、
特
異
な
形
容
語
や
表
現
が
多
数
あ
り
、
異
名
は
そ
の
一
部
を
占
め
る

昭
和
四
二
年
四
月
）
と
、「
室
町
時
代
／
に
お
け
る
堂
上
の
女
性
の
表
現
」（『
国
語
国
文 

三
七
巻
四
号
』
昭
和
四
三
年
四
月
）
を
発
表
し
た
。
こ
れ

ら
四
点
と
、
そ
の
後
の
論
考
を
中
心
に
、
不
足
の
部
分
を
書
き
足
し
て
、
本
書
を
四
部
の
構
成
に
し
た
。
さ
ら
に
、
新
出
の
女
中
こ
と
ば

集
を
附
録
に
付
け
た
。
旧
稿
を
大
幅
に
書
き
改
め
、
あ
る
い
は
補
注
を
付
け
て
、
そ
の
後
の
手
当
を
す
る
と
と
も
に
、
各
部
・
各
章
が
テ

ー
マ
の
「
女
中
こ
と
ば
集
の
研
究
─
女
性
語
の
制
度
化
と
展
開
─
」
に
統
合
す
る
よ
う
工
夫
し
た
。
大
幅
な
削
除
も
行
っ
た
。
用
語
も
可

能
な
限
り
統
一
し
た
。

　

書
き
始
め
か
ら
今
日
ま
で
の
間
に
、
こ
の
種
の
女
性
語
に
対
す
る
筆
者
の
考
え
は
変
わ
っ
た
。
考
察
の
手
法
も
変
化
し
た
。
中
世
後
期

か
ら
近
代
ま
で
の
、
こ
の
種
の
女
性
語
の
実
態
・
変
化
・
価
値
を
説
明
す
る
の
に
、
ど
の
よ
う
な
時
代
区
分
を
し
、
こ
の
種
の
女
性
語
に

い
か
な
る
名
称
を
与
え
る
の
が
適
切
か
、
迷
っ
た
。
そ
の
結
果
、
時
代
は
中
世
後
期
・
近
世
・
近
代
に
分
け
、
結
果
的
に
、
近
代
を
重
視

し
た
。
ま
た
、
女
性
語
、
お
よ
び
、
女
性
語
集
の
名
称
は
、
古
い
文
献
に
記
さ
れ
た
も
の
、
こ
の
種
の
女
性
語
の
研
究
に
従
来
、
使
用
さ

れ
て
き
た
も
の
な
ど
を
勘
案
し
て
、「
女
房
こ
と
ば
」
の
他
に
、「
女
中
こ
と
ば
」
や
、「
御
所
こ
と
ば
」「
公
家
社
会
の
女
性
語
」「
公
家

こ
と
ば
」
な
ど
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
従
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
使
わ
れ
て
来
た
「
女
房
こ
と
ば
」（「
女
房
詞
」
と
書
か
れ

る
こ
と
が
多
い
）
と
い
う
術
語
の
み
で
は
、
こ
の
種
の
女
性
語
は
説
き
き
れ
な
い
し
、
誤
解
が
生
じ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
階
層
に

つ
い
て
は
「
公
家
社
会
」
に
対
し
て
「
武
家
社
会
」
を
用
い
、
町
人
層
を
含
め
て
「
武
士
社
会
等
」
を
使
っ
た
。

「
御
所
こ
と
ば
」
は
、『
海
人
藻
芥
』
で
紹
介
さ
れ
た
「
内
裏
・
仙
洞
」
の
異
名
の
外
、
公
家
社
会
の
女
性
が
用
い
た
こ
の
種
の
異
名
や
、

特
有
の
形
状
語
、
特
有
の
表
現
を
指
す
用
語
と
し
て
使
っ
た
。「
公
家
の
女
性
語
」「
公
家
社
会
の
女
性
の
表
現
」
と
言
う
の
と
同
じ
で
あ

る
。
公
家
社
会
で
は
男
性
も
、
女
性
と
同
じ
特
有
の
異
名
・
形
容
語
を
使
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
男
性
の
こ
れ
ら
を
併
せ
て
、
本
書
で
は

「
公
家
こ
と
ば
」
と
言
う
こ
と
が
あ
る
。
言
語
面
で
は
、「
公
家
こ
と
ば
」
は
「
御
所
こ
と
ば
」「
公
家
の
女
性
語
」「
公
家
社
会
の
女
性
の

表
現
」
と
同
じ
で
あ
る
。
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宗
武
の
政
治
的
地
位
と
学
問
的
思
考
と
の
交
差
の
な
か
で
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
の
序
章
か
ら
第
三
部
ま
で
が
女
中
こ
と
ば
集
に
関
す

る
、
あ
る
い
は
女
中
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
り
、
本
書
の
主
体
で
あ
る
。

第
四
部
は
、
公
家
社
会
に
は
、
武
家
社
会
に
「
女
房
こ
と
ば
」
と
し
て
移
入
さ
れ
た
異
名
の
ほ
か
に
、
特
に
女
性
に
使
用
さ
れ
た
特
有

の
形
状
語
や
、
表
現
が
あ
り
、
武
家
社
会
に
移
入
さ
れ
た
「
女
房
こ
と
ば
」
は
、「
御
所
こ
と
ば
」「
公
家
社
会
の
女
性
語
」
の
一
部
に

過
ぎ
な
い
こ
と
を
説
い
た
。「
女
房
こ
と
ば
」
の
源
流
と
な
っ
た
公
家
社
会
の
女
性
語
の
特
有
な
言
語
環
境
と
、
言
語
状
態
と
を
明
ら
か

に
し
、『
大
上
臈
御
名
之
事
』
の
「
女
房
こ
と
ば
」
に
例
外
的
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
一
語
の
背
後
に
あ
る
同
類
語
の
広
が
り
を
示
唆
し
た
。

さ
ら
に
、「
御
所
こ
と
ば
」
が
公
家
社
会
の
外
に
女
中
こ
と
ば
と
し
て
伝
播
す
る
経
路
を
考
察
し
、
女
中
こ
と
ば
の
位
置
を
確
認
し
た
。

附
表
の
「
女
中
こ
と
ば
集
一
覧
」
は
、
実
質
的
に
は
第
二
部
第
一
章
「
女
性
書
の
女
中
こ
と
ば
集
の
整
理
」
の
一
部
で
あ
る
。
内
容
の

関
係
か
ら
横
書
き
に
せ
ざ
る
を
え
ず
、
縦
書
き
の
本
文
の
間
に
横
書
き
の
こ
の
一
覧
を
置
く
の
は
不
体
裁
で
あ
り
、
ま
た
、
見
に
く
く
も

あ
り
、
分
量
も
多
い
の
で
巻
末
に
別
置
し
た
。

附
録
の
影
印
は
、
伝
書
系
の
女
中
こ
と
ば
集
の
う
ち
、
も
っ
と
も
古
い
年
号
を
奥
書
に
持
つ
『
女
中
詞
』（
元
禄
五
年
）
と
、
新
出
の

金
井
寅
之
助
氏
旧
蔵
（
現 

姫
路
文
学
館
蔵
）
の
『
女
言
葉
』（
安
永
五
年
奥
書
）
で
あ
る
。
元
禄
五
年
国
会
図
書
館
本
に
つ
い
て
は
第
一
部

第
一
章
で
解
説
し
た
。
安
永
五
年
金
井
本
は
奥
書
に
水
島
卜
也
之
成
と
、
伊
藤
卿
右
衛
門
幸
氏
（
伊
藤
甚
右
衛
門
の
旧
名
。
正
し
く
は
郷
右

衛
門
）
の
名
を
記
す
唯
一
の
伝
書
系
女
中
こ
と
ば
集
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
第
一
部
の
第
一
章
と
第
二
章
の
補
注
で
触
れ
た
。

本
書
で
は
、
伝
書
系
女
中
こ
と
ば
集
と
、
女
性
書
系
女
中
こ
と
ば
集
、
こ
れ
ら
と
係
わ
り
の
あ
る
女
性
語
の
事
象
、
お
よ
び
、
中
世
後

期
の
公
家
の
女
性
語
を
舞
台
に
上
げ
、
四
方
か
ら
照
明
を
当
て
て
、
そ
れ
ら
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
互
い
の
関
連
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
試
み
た
。
附
表
と
附
録
は
そ
の
装
置
の
一
部
で
あ
る
。

補
注
が
、
本
論
に
比
べ
て
膨
ら
み
す
ぎ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
章
全
体
を
書
き
直
す
こ
と
も
考
え
た
が
、
論
の
流
れ
を
乱

す
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
や
む
を
え
ず
補
注
で
ま
か
な
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
全
体
を
書
き
直
し
た
章
も
あ
る
。
本
書
全
体
と

に
過
ぎ
な
い
。

「
女
中
こ
と
ば
」
は
、
近
世
の
武
家
社
会
に
お
い
て
女
性
の
礼
法
と
し
て
定
め
ら
れ
た
女
性
語
で
あ
り
、
後
に
町
人
層
な
ど
の
女
性
に

も
広
ま
る
女
性
語
で
あ
る
。『
大
上
臈
御
名
之
事
』
の
「
女
房
こ
と
ば
」
に
比
べ
る
と
数
が
多
く
、
種
類
も
増
え
る
。
こ
れ
ら
は
小
笠
原

流
水
島
派
の
伝
書
系
女
中
こ
と
ば
集
、『
女
中
詞
』『
女
中
言
葉
』『
女
言
葉
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
類
を
承
け
て
女
性
書
系
の
女

中
こ
と
ば
集
が
編
集
さ
れ
た
。

本
書
で
は
、
女
中
こ
と
ば
集
の
種
類
（
内
容
）
を
、
女
性
語
群
Ⅰ
・
女
性
語
群
Ⅱ
・
女
性
語
群
Ⅲ
の
三
類
に
分
け
る
。
女
性
語
群
Ⅰ
が

「
女
房
こ
と
ば
」
と
ほ
ぼ
対
応
す
る
異
名
集
で
あ
る
。
近
世
の
女
性
書
に
収
載
さ
れ
た
女
中
こ
と
ば
集
の
な
か
で
、
近
代
の
女
性
語
に
繋

が
り
、
さ
ら
に
発
展
が
予
想
さ
れ
る
点
で
重
要
な
の
は
女
性
語
群
Ⅱ
で
あ
る
。『
大
上
臈
御
名
之
事
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
異
名
以
外

の
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
一
語
が
こ
の
種
類
の
語
に
属
す
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
社
交
語
で
あ
る
。
女
性
語
群
Ⅲ
は
古
語
集
で
あ
る
。

女
性
語
群
Ⅰ
・
女
性
語
群
Ⅱ
・
女
性
語
群
Ⅲ
は
華
麗
に
近
世
の
女
性
書
を
彩
り
、
そ
の
こ
と
に
お
い
て
、
女
中
こ
と
ば
集
の
本
質
を
不
分

明
に
し
た
。
こ
の
、
見
紛
う
近
世
女
性
書
系
の
女
中
こ
と
ば
集
を
分
析
し
て
女
中
こ
と
ば
集
や
、
女
中
こ
と
ば
の
本
来
の
姿
を
探
り
、
女

中
こ
と
ば
の
終
焉
と
、
近
代
以
後
の
女
性
語
へ
の
影
響
を
考
察
し
た
の
が
第
一
部
と
第
二
部
で
あ
る
。

第
三
部
で
は
、
女
房
こ
と
ば
・
女
中
こ
と
ば
や
、
女
房
こ
と
ば
集
・
女
中
こ
と
ば
集
を
故
実
の
世
界
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
初
め
て
理
解
で
き
る
女
性
語
の
諸
事
象
を
中
心
に
述
べ
た
。
第
一
章
で
は
中
世
後
期
の
故
実
の
世
界
に
見
ら
れ
る
敬
語
生
活
と
女

性
語
と
の
係
わ
り
を
取
り
上
げ
た
。
第
二
章
で
は
、『
日
葡
辞
書
』
の
「
女
性
語
」
が
武
家
社
会
で
制
度
化
さ
れ
た
女
性
語
集
を
資
料
に

し
て
掲
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
、
近
世
の
ご
く
初
期
に
、
水
島
派
の
女
性
語
集
に
先
立
つ
先
駆
的
な
伝
書
系
女
中
こ
と
ば
集
の

存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
ま
た
、
こ
の
女
性
語
に
つ
い
て
の
情
報
と
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
『
日
本
大
文
典
』
で
使
用
し
た

故
実
書
と
の
関
係
も
示
し
た
。
第
三
章
で
は
、
近
世
に
お
い
て
な
さ
れ
た
、
唯
一
の
本
格
的
な
女
性
語
論
で
あ
る
「
く
さ
む
す
び
」
が
、

何
故
に
女
性
に
仮
託
し
て
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
を
、
女
中
こ
と
ば
を
武
家
の
故
実
の
世
界
の
な
か
に
置
き
、
著
者
、
田
安
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し
て
は
均
衡
が
と
れ
て
い
な
い
。

本
書
で
は
引
用
文
が
多
い
。
資
料
性
を
重
視
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
で
き
る
限
り
原
文
の
形
を
残
す
よ
う
努
力
し
た
が
、
句
読
点
を
加

え
た
り
、
傍
線
を
付
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
合
字
は
使
わ
な
い
。
ま
た
、
振
り
仮
名
を
省
略
す
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
本
文
の

〔　

〕
の
な
か
は
本
書
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
、
補
足
や
注
意
事
項
・
関
連
記
事
な
ど
を
示
し
、
本
書
全
体
が
有
機
的
に
ま
と
ま
る
よ

う
に
新
た
に
筆
者
が
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
各
章
の
最
後
に
出
し
た
関
連
文
献
も
本
書
の
編
集
時
に
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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典
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